
心のバリアフリー

　１月21日に、ＤＥＴ研修（障害平等研修）を受講しました。
障害のある人が進行役を務め、障害を理由とした差別や排除など、
社会に存在するさまざまな障害（バリア）を見抜く力を身に付け、
解決する行動（合理的配慮の提供）にもつなげていくプログラム
です。知事が参加するのは全国で初めてとのこと。一緒に参加し
た県幹部職員と共に、車椅子で街に出掛けた人の絵を見て、障害
について話し合ったり、障害のない人とある人の立場が逆転した
世界を想定した映像を見たりしました。
　研修を受けて痛感したのは、相手（障害のある人）の立場に立っ
てものを考えることが最も大事だということです。皆が自然な形

で障害のある人の存在を受け入れ、
配慮ができる社会、心のバリアフリ
ーを実現できる社会を目指していく
ことが大切だと教えられました。
　今回学んだことを、県の各事業を
進めるに当たって、参考にしていき
たいと考えています。研修を受講する山本一太知事（中央左）

山本
一太の

知事コラム

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧くださいHP
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す
。
ま
た
県
内
２
カ
所
目
と
な
る
一
時
保

護
所
を
併
設
し
ま
す
。

　
移
転
に
よ
り
電
話
番
号
も
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

移
転
日　
３
月
９
日
㈪

※
併
設
さ
れ
る
一
時
保
護
所
は
４
月
開
所

予
定
で
す

移
転
先

所　
太
田
市
新
田
木
崎
町
３
６
９
の
5

☎　
０
２
７
６
・
５
７
・
６
１
１
１

※
３
月
９
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す

問　
県
庁
児
童
福
祉
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
６
２
８
）　

県
立
図
書
館
の
特
別
整
理
休
館

　
県
立
図
書
館
は
、
春
季
特
別
整
理
の
た

め
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
休
館
中

は
、
蔵
書
点
検
お
よ
び
資
料
整
理
・
館
内

施
設
整
備
な
ど
、
開
館
中
に
で
き
な
い
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

休
館
期
間　
３
月
10
日
㈫
～
13
日
㈮

※
３
月
９
日
㈪
は
休
館
日

問　
県
立
図
書
館
（
☎
０
２
７
・
２
３
１

・
３
０
０
８
）

自
動
車
税（
種
別
割
）は
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
車
検
証
上
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
県
税
で
す
。

　
自
動
車
の
売
却
や
廃
車
、
住
所
・
氏
名

の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
３
月
31

日
㈫
ま
で
に
運
輸
支
局
で
車
検
証
の
変
更

手
続
き
を
し
な
い
と
、
使
用
し
て
い
な
い

自
動
車
の
税
金
が
課
税
さ
れ
た
り
、
納
税

通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
手
続
き

を
販
売
業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
場
合
は
、 

手
続
き
が
済
ん
で
い
る
か
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
車
検
証
の
住
所
変
更
が
間
に
合
わ
な
い

場
合
は
、
一
時
的
に
納
税
通
知
書
の
送
付

先
を
変
更
で
き
ま
す

※
シ
か
ら
手
続
き
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問・
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
つ
い
て
…
県

自
動
車
税
事
務
所
（
☎
０
２
７
・
２
６
３

・
４
３
４
３
）
、
県
行
政
県
税
事
務
所

・
登
録
に
つ
い
て
…
関
東
運
輸
局
群
馬
運

輸
支
局
（
☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０

２
１
）

女
子
大
生
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

太
田
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す

　
県
太
田
行
政
県
税
事
務
所
で
は
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

関
東
学
園
大
学
の
女
子
学
生
３
人
が
“
キ

ラ
リ
発
見
Ｇガ

ー

ル

ズ

Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ
”
と
し
て
、
カ
メ

ラ
を
片
手
に
太
田
地
域
を
飛
び
回
り
、
地

域
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
記
事
を

発
信
し
ま
す
。
学
生
目
線
の
キ
ラ
リ
と
光

る
太
田
地
域
の
魅
力
（
食
、
観
光
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
）
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名　

find_kirari_ota

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://www.instagram.
com/find_kirari_ota/

※
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
リ
で
「
太
田

行
政
」
ま
た
は
前
記
ア
カ
ウ
ン
ト
名
を
検

索
し
て
く
だ
さ
い

問　
県
太
田
行
政
県
税
事
務
所
（
☎
０
２

７
６
・
３
２
・
２
２
１
５
）

インスタグラムの写真例
（おおたイルミネーション）

進
学
・
進
級
時
に
お
け
る
少
年

の
非
行
お
よ
び
犯
罪
被
害
防
止

　
春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
は
、
生

活
環
境
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
少
年
が
夜

遊
び
や
喫
煙
、
万
引
き
な
ど
の
非
行
に
走

っ
た
り
、
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
県
警
察
で
は
、
少
年
の
非
行
や
犯
罪
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
街
頭
補
導
活
動

や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ　
子
ど
も
を
非
行
や

犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
家

族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
生

活
リ
ズ
ム
や
服
装
、
態
度
な
ど
の
変
化
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電

話
や
携
帯
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
持
た
せ
る
場

合
に
は
、
有
害
情
報
や
犯
罪
被
害
な
ど
か

ら
守
る
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定

す
る
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全

・
安
心
に
使
う
た
め
親
子
で
利
用
方
法
を

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

「
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
少
年
の
非
行
や
い
じ
め
問

題
、
悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

・
開
所
日　
月
～
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

・
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
相
談
方
法　
☎
ま
た
は
直

・
相
談
先　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
西
片
貝
町　
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
１

６
１
６
）

問　
県
警
察
本
部
少
年
課
（
☎
０
２
７
・

２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
３
０
６
３
）

県
立
太
田
特
別
支
援
学
校
が
開

校
し
ま
す

　
４
月
１
日
㈬
に
太
田
市
立
太
田
養
護
学

校
が
県
に
移
管
し
、
県
立
太
田
特
別
支
援

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。

　
市
立
太
田
養
護
学
校
の
特
長
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
、
県
立
特
別
支
援
学
校
と
し

て
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導・支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

所　
太
田
市
藤
阿
久
町　

※
移
管
前
と
同
じ

通
学
対
象　
太
田
市
、
大
泉
町
に
在
住
す

る
知
的
障
害
の
あ
る
小
・
中
学
生
年
齢
相

当
の
児
童
・
生
徒

問　
県
庁
特
別
支
援
教
育
課
（
☎
０
２
７

・
２
２
６
・
４
６
５
１
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

県
立
赤
城
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

 

　
県
立
赤
城
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
４
月
24

日
㈮
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
新
た
に
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
区
画
を
定

め
、
予
約
制
と
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　
４
月
24
日
㈮
～
11
月
中
旬

※
冬
期
は
閉
鎖
し
ま
す
。
利
用
期
間
は
気

温
や
降
・
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

区
画
数　
テ
ン
ト
…
10
区
画
、
車
中
泊
…

４
区
画

￥　
無
料

申
し
込
み
開
始
日　
４
月
1
日
㈬

※
利
用
日
の
１
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け

申
し
込
み
方
法　
群
馬
県
域
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
参
照
）　

他　
管
理
人
は
常
駐
し
ま
せ
ん
。
利
用
規

約
を
よ
く
確
認
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い

問　
県
庁
自
然
環
境
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
８
７
６
）

募
　
集

手
話
通
訳
者
養
成
研
修　
基
本

コ
ー
ス

　
手
話
通
訳
者
に
必
要
な
通
訳
の
技
術
な

ど
を
学
び
ま
す
。

日　
５
月
９
日
㈯
～
12
月
17
日
㈭

【
講
義
】

・
５
月
９
日
㈯
、
８
月
29
日
㈯
、
10
月
３

日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

【
実
技
】

・
５
月
14
日
～
12
月
17
日
の
木
曜
日

（
全
30
回
）　

・
午
後
の
部　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
夜
間
の
部　
７
時
～
９
時

所　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
新
前
橋
町
）

お
知
ら
せ

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
、

死
に
た
い
ほ
ど
つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
て

い
る
人
、
家
族
や
知
人
か
ら
死
に
た
い
と

相
談
さ
れ
た
人
、
家
族
な
ど
の
大
切
な
人

を
自
死
で
亡
く
し
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
抱

え
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
電
話
相
談

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル

日　
月
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
祝
日
を
除
く

￥　
無
料

※
通
話
料
と
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
利
用
料
が
か

か
り
ま
す

相
談
専
用
☎　
０お

こ

な

お

う

５
７
０
・
０ま

も
ろ
う
よ

６
４
・

５こ

こ

ろ

５
６

問　
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６
）

鉄
道
利
用
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た

　
自
動
車
へ
の
依
存
が
顕
著
な
本
県
で
は
、

６
割
以
上
の
人
が
一
年
間
に
一
度
も
鉄
道

を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、
Ｊ
Ｒ
上
越
線
、
Ｊ
Ｒ
信
越
本

線
、
上
信
電
鉄
上
信
線
、
わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵て
つ
ど
う道
わ
た
ら
せ
渓
谷
線
を
、将
来
に
わ
た
っ

て
存
続
・
維
持
す
る
た
め
、「
鉄
道
利
用

促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
行
動
喚

起
編
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
各
路
線
の
現
状
や
課
題
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
、

大
切
な
鉄
道
を
地
域
で
支
え
て
い
く
た
め
、

皆
さ
ん
も
週
１
回
、
月
１
回
か
ら
の
鉄
道

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

他　
詳
し
く
は
Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
庁
交
通
政
策
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
３
８
５
）

東
部
児
童
相
談
所
が
移
転
し
ま
す

　
県
東
部
児
童
相
談
所
が
新
庁
舎
へ
移
転

し
ま
す
。
移
転
後
は
相
談
室
な
ど
の
ス
ペ

ー
ス
を
拡
充
し
、
相
談
体
制
を
強
化
し
ま

視覚に障害がある人のために「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県庁広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください


